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企業内のLAN構築率は80.7％
資料7-5 -2　LANの構築状況［2007年 -2008年］

LAN

小規模な企業で低いLAN構築率
資料7-5 - 3　LANの構築状況［従業員規模別］
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企業内のLAN構築率をみると、「構築済み/構築中」は80. 7％、「構築予定はない」が12.1％であり、昨年
からほとんど変化はみられない。

企業内の LAN の構築有無を従業員規模別にみると、「構築済み/ 構築中」の比率は1 〜 9人の企業で
57.6％、10 〜 49人の企業で75.0％と低く、50人以上の企業では8 〜 9割弱がLANを構築している。
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無線LANの導入率は57.8％
資料7-5 - 4　LAN構築企業における無線LANの導入状況［従業員規模別］

導入している無線LANの規格は「IEEE802.11g」が4割弱
資料7-5 -5　導入している無線LANの規格（複数回答）［2007年 -2008年］

無線LAN導入企業が導入している無線LANの規格では、「IEEE802.11g」が38.5％と最も高く、次いで
「IEEE 802.11b」が34. 9％で続いている。対応製品が提供され始めている「IEEE 802.11n」（正確には
IEEE802.11n Draft2 .0）の利用率が、昨年より4ポイント増加し、8.0％となっている。
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LAN構築企業における無線LANの導入率は、全社と一部を合わせて57.8％となっている。従業員規模別に
みた場合、大企業では7割近い導入率となっており、大規模な企業ほど高くなる傾向がややみられる。また、
昨年と比較すると、導入率は3ポイント増加している。
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無線LANを導入しないのはセキュリティの問題が半数
資料7-5 - 6　無線LANを導入しない理由（複数回答）［2007年 -2008年］

無線LAN導入で期待していた効果は、利用者の利便性
資料7-5 -7　無線LAN導入時に期待していた効果（複数回答）［2007年 -2008年］
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無線LANを導入しない理由をみると、「セキュリティが確保できないから」が50.1％で最も高く、「特にメリッ
トを感じないから」が38. 4％で続いている。昨年と比較しても大きな変動はみられない。なお、無線LANは
電波を盗聴される危険があるため、WEPやWPA、WPA2などによるセキュリティ対策が必要である。

無線LAN導入企業が導入時に期待していた効果は、「利用者の利便性」が67. 0％で最も高く、「社内のレイ
アウト変更や人事異動時の柔軟性や配線コストの削減」が51. 4％、「社内ネットワーク（LAN）の管理コスト
の削減」が36.9％で続いている。昨年の調査と比較しても順位の変動はみられない。
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